
令和８年度 生活環境部 重点施策

● ツキノワグマの人の生活圏への出没により、人身被害や農作物被害が大

       幅に増加。

● カーボンニュートラルの実現への意識の高まりに比べ、県民の具体的な

       実践や事業者の脱炭素経営への取組が進んでいない。

● 消費者トラブルの内容が複雑化している中、特殊詐欺やＳＮＳ型投資・

       ロマンス詐欺に関する被害があらゆる世代において増加。

◇ 県民の行動変容や事業者の取組による地域脱炭素化の推進

● 「第３次秋田県地球温暖化対策推進計画」の策定

● ＧＸ推進ネットワークの構築とJ-クレジット創出に

よる県内事業者の脱炭素経営への転換に向けた支援

● 民間事業者と連携した食べ残し削減の普及啓発

● 地域や学校等における環境教育の充実

● 熱中症対策など気候変動適応策の普及啓発

◇ 廃棄物の発生抑制と資源循環の推進

● 「秋田県ごみ処理広域化・集約化計画」の改定による

持続可能な広域処理体制の整備推進

● 外食産業の事業者が行う食品廃棄物の再資源化実証試験に係る伴走支援

● 人とクマのすみ分けによる「人の生活圏における人身被害ゼロ」に向けた

       総合的な被害防止対策の強化。

● 県民の脱炭素型ライフスタイルへの転換を促進するほか、企業のＧＸへの

       挑戦を後押しするとともに、環境への取組が経済的な価値を生み出す施策

       を推進。

● 特殊詐欺等の被害防止に向けた、各ターゲットに届く消費者教育の推進。

カーボンニュートラル（ネット・ゼロ）の実現に
向けた地域社会を形成する

施策２

◇ 野生鳥獣の保護管理と被害防止対策の推進
● ツキノワグマの被害防止総合対策の強化

・人の生活圏への出没抑制対策や出没時の体制整備の強化等

◇ 自然環境の保全と自然公園等の利活用の促進

● 白神山地の利活用による新たな白神ファンの創出(※観光文化スポーツ部へ業務移管)

● 森吉山の国定公園指定に向けた関係機関等との調整及び公園計画案の策定

● 自然公園施設等の適正な維持管理

◇ 大気、水、土壌等の環境保全対策の推進

● 河川・地下水(R8追加)におけるＰＦＡＳ調査等

◇ 三大湖沼の水質保全対策の推進

● 八郎湖における農地排水対策や、底質改善等による生態系保全の推進

豊かな自然と良好な環境を次世代に継承する施策１

◇ 犯罪被害者等への支援

● 多機関ワンストップサービスの運用等による支援の強化

・民間団体や市町村等と連携し犯罪被害者等をワンストップ

で支援

◇ 交通安全対策の推進

● 高齢ドライバーに対する交通安全意識の醸成

◇ 自立した消費者の育成とデジタル技術を活用した被害防止

● 消費者トラブルや特殊詐欺等の被害防止に向け、メディアミックス等を活用

した効果的な普及啓発の実施

◇ 総合的な雪対策の推進

● 地域の除排雪を行う団体の立ち上げや活動等の支援

犯罪・事故のない誰もが穏やかで安全に
    暮らせる地域を実現する

施策３

◇ 食品衛生管理の推進

● 食品事業者によるＨＡＣＣＰの導入・定着等への支援

◇ 動物の愛護と適正な飼養の推進

● 動物愛護センターにおける犬猫収容施設の環境整備

● 犬猫の適正飼養の啓発と譲渡の推進

・クラウドファンディング型ふるさと納税を活用した動物愛護団体等への支援

快適で質の高い生活環境を実現する施策４

※画像は生成AI｢Gemini｣で作成

動物愛護センター県北支所収容施設
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◇ 日常生活を支える身近なインフラの整備

● 水道における分散型システムの導入に向けた意識啓発(※建設部へ業務移管)

総合計画 ＜政策８＞ 環境・くらし

総合計画 ＜政策７＞ 防災・減災・県土強靱化

社会経済活動を支えるインフラを強化する施策２
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